
第 5 回 手術室スタッフと合同で行う周術期危機管理セミナー 
―手術室災害対策編― 

 
               大阪医科大学麻酔科学教室助教 駒澤伸泰 
               （医療技能シミュレーション室副室長） 

                
 

大阪医科大学附属病院で麻酔科医、手術部看護師が参加した周術期医療チー

ムとしての第五回周術期危機管理セミナー（手術室災害対策管理トレーニング

セミナー）を実施しましたのでその概要を紹介します。 

 
セミナーは 2015 年 6 月 6 日に大阪医科大学附属病院中央手術室にて開催し、麻

酔科医 7 名、手術室看護師 19 名が参加しました。大学病院だけでなく、北摂総

合病院、第一東和会病院、みどりヶ丘病院、市立ひらかた病院の看護師と田中

源重第一東和会院長代行、西原功北摂総合病院手術センター長も参加されまし

た。インストラクターは駒澤副室長と藤原俊介助教（医療プロフェッショナル

支援室副室長）、が勤めました。 

 
手術室内で院内受講者を対象とした災害対策セミナーの内容は、①手術医学会

の災害対策ガイドラインの総括、②シナリオを用いた気道火災、地震、停電等

のディスカッション、③各病院での改善点と様々な災害経験について話し合い、

災害対策を含めた医療安全についてディスカッションしました。また、各病院

での災害経験（地震、漏水、火災）等について情報共有を行いました。各病院

のスタッフから、ガイドラインの周知徹底、避難経路の確認、アクションカー

ドの作成の重要性が示唆されました。 
 

災害は忘れた頃にやってくると言いますが、私たち麻酔科医は手術室スタッフ

と協働してそのような災害の予防、発生時の最善行動をとらなくてはいけませ

ん。多病院、多職種で行うこのようなセミナーを今後も継続開催していきたい

と思います。 

 

 

 



 

災害対策セミナーの案内 

 
南敏明教授の開会挨拶 

 

 



ひらかた病院、東和会、北摂総合、みどりが丘から参加 

 
シナリオディスカッション 火事 地震 停電 

 



グループディスカッション 

 

 

 



田中源重第一東和会病院院長代理の総括 

 

 

全体集合写真 

 

 

 


